
九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
i
P
T
意
識
）

　
　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男�

氏

超
能
力
の
真
意
を
問
う
不
毛
の
論
争

は
、
古
今
東
西
続
い
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
結
論
は
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
科
学
的
根
拠
に

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
再
度
感
染

が
拡
大
し
、
第
2
波
が
来
た
場
合
は
、

9
月
以
降
の
本
部
例
会
、
全
国
大
会
、

分
科
会
等
は
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

遅
く
と
も
開
催
一
週
間
前
に
は
公
式

サ
イ
ト
、
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト（
登

録
者
の
み
）
で
、
開
催
の
可
否
を
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
が
、
必
ず
開
催
日
前
日

も
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、

そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
30
年
間
に

わ
た
り
超
能
力
の
解
明
と
い
う
命
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
超
能
力
は
六

番
目
の
知
覚
機
能
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
、「
i
P
T
意
識
」
の
タ
イ
ト
ル
で
学

術
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
、
2
5
0
0
年

前
に
瞑
想
に
よ
り
不
可
思
議
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
体
験
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
悟

り
」
と
し
て
仏
教
の
開
祖
に
な
っ
た
、

ブ
ッ
タ
は
超
能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た

の
で
す
。

透
視
、
予
知
、
過
去
知
、
体
外
離
脱
、

臨
死
体
験
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
テ
レ
ポ
ー

テ
イ
シ
ョ
ン
、
遠
隔
気
功
、
念
力
、
霊

能
力
、
霊
視
、
心
霊
手
術
、
特
異
効
能
、

今
月
号
の
記
事

◎�

九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月
、
十
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
十
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
31
年
4
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
四
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
五
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎「
掛
け
軸
・
信
仰
対
象
物
」に
も

　

サ
イ｛
気
｝が
保
存
さ
れ
て
い
る

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
と『
U
F
O
』。

　

そ
し
て『
ダ
ウ
ジ
ン
グ
』の
現
在

透
聴
、
直
観
、
物
質
化
現
象
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
知
的
生
命
と
の
交
信
、
オ

ー
ブ
現
象
、
仏
教
の
悟
り
、
こ
の
よ
う

な
超
常
現
象
、
超
能
力
は
、
変
性
意
識

状
態
で
覚
醒
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
超
能
力
を
覚
醒
す
れ
ば
、

政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
芸
術
、

科
学
、
医
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
農

林
水
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
人
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類
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
益
で
き

ま
す
。
講
演
で
は
超
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
覚
醒
の
メ
ソ
ッ
ド
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

※
山
崎
正
男
氏
は
長
年
、「
サ
イ
」
を
多

方
面
か
ら
科
学
的
研
究
を
続
け
、
そ
の

成
果
に
よ
り
一
般
人
で
も
超
能
力
を
発

揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
山
崎
正
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

M
SU

�M
indanao�State�U

niversity�
D
r.�M

asao�Y
am

azaki,�Ph.D
.�

医
学

博
士
、
名
誉
教
授
。

欧
米
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪

し
東
西
医
学
の
研
鑽
を
積
む
傍
ら
、
脳

生
理
学
と
脳
波
の
観
点
か
ら
、「
気
の
医

学
」
の
有
効
性
を
実
証
し
、
代
替
・
補

完
医
療
の
E
B
M
を
確
立
す
る
。
30
年

間
の
研
究
、
臨
床
試
験
か
ら
、『
超
感
覚

外
知
覚
』（
E
S
P
）
と
い
う
六
番
目
の

知
覚
機
能
を
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
て
学
術
論
文
を
執
筆
す
る
。

日
本
i
P
T
意
識
研
究
所
所
長
、
上

海
国
際
医
学
気
功
学
会
組
織
委
員
、
日

本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

院
長
、
国
際
気
功
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
学

院
長
等
歴
任
、
国
内
外
に
多
く
の
門
下

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
新
聞
、
週
刊
誌
、

書
籍
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
出
演
多
数
、

著
書
、
人
類
革
命
、
気
功
の
鉄
人
他
、

ア
ピ
ナ
出
版
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
7
／
31
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　

匿　
　

名　
　

様

金
三
万
円
也　
　
　

大
畑　

善
夫　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
六
千
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

東
條
多
美
代　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

知
ら
れ
ざ
る
童
謡
（
わ
ざ
う
た
）

の
世
界

～
童
謡
は「
言
霊
」の
結
晶
～

　
　
　

講
師　

慈
の（
よ
し
の
）氏

（
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
童
謡
の
唄
い
手
）

　
　
　

ピ
ア
ノ　

津
村　

和
泉�

氏

日
時　

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
時
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
り
換
え「
松

虫
」下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

現
役
医
師
が
体
験
し
た
未
知
の

サ
イ
現
象
に
つ
い
て

～
U
F
O
の
目
撃
を
巡
る
異
常

体
験
と
身
体
的
影
響
な
ど
～

　
　
　
　

講
師　

高
木　

伴
幸�

氏

�
（
内
科
医
師
、
医
学
博
士
）

日
時　

令
和
2
年
10
月
17
日（
土
）　

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
時
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
り
換
え「
松

虫
」下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
十
月
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
り
、
人
類
は
予
想
外
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
の
開
発
が
急
務

で
す
が
、
我
々
自
身
が
で
き
る
自
己
防

衛
と
し
ま
し
て
は
、
免
疫
力
を
高
め
る

事
が
第
一
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
防
御
だ
け
で
な
く
、

が
ん
予
防
に
も
大
い
に
効
果
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
質
疑
応
答
も
含
み
、
皆
様
に
役
立

つ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
致
し
ま
す
。
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★日本サイ科学会　第２９回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2020年10月24日（土）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥4,000（含当日入会申込者）　一般　¥5,000　 学生　¥3,000

　上記会費は、予稿集代 を含みます。

　※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
 9 : 30  開場

10 :00～10 :10 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第１部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35 瀬尾 泰範「 CD 100万枚以上セール実績のあるシンガーソングライ

ターの出生チャートの統計的解析」

10 :35～11 :00 橋谷 誠一「手のひら画像を用いた外気の客観評価の可能性検討」

11 :00～11 :25 竹本 　良「宇宙生命体スタピのスーちゃんとの遭遇」

11 :25～11 :50 栗田 慶祐「心と物質（透視と念写）について」

11 :50～12 :50 昼休み（60分）

◎第２部：シンポジウム　テーマ「サイと免疫力～ガン・ウイルスとの闘いも含めて～」
12 :50～12 :55 大会委員長挨拶　三好 一郎 理事

12 :55～13 :00 司会進行　阿久津 淳（演者プロフィールを順次紹介）

13 :00～13 :20 三好 一郎「体力・免疫力だけで病に勝てるのか」

13 :20～13 :40 みちよ　 「ウイルスと人の想念の関係性」

13 :40～14 :00 志賀 一雅「免疫力の促進と抑制」

14 :00～14 :20 佐藤 禎花「病から生還した免疫力を上げる方法」

14 :20～14 :40 休憩（20分）

14 :40～15 :00 三好 長子「遠隔治療・直接治療によるその効果」

15 :00～15 :20 久保田 昌治「日常生活でできる免疫力アップの方法」

15 :20～15 :40 伏見 真光「僧侶における健康法　胎蔵院メソッド」

15 :40～16 :30 パネルディスカッション

16 :30～16 :35 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35～16 :40 閉会のご挨拶　久保田 昌治 大会委員長

17 :30～19 :30 懇親会（希望者：当日受付）



第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

人
生
に
奇
跡
を
起
こ
す
サ
レ
ン

ダ
ー
の
法
則

　
　
　
　
　

講
師　

刀
根　

健�

氏

日
時　

令
和
2
年
10
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�

二
千
円　

学
生�

一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

内
容本

講
演
で
は
、
私
が
肺
癌
ス
テ
ー
ジ

4
ｂ
状
態
か
ら
の
生
還
に
よ
っ
て
体
験

し
た
、
サ
レ
ン
ダ
ー
の
法
則
を
お
伝
え

し
ま
す
。

私
は
2
0
1
6
年
9
月
に
肺
癌
ス
テ

ー
ジ
4
の
宣
告
を
受
け
、
様
々
な
経
緯

か
ら
標
準
医
療
で
は
な
く
代
替
医
療
を

選
択
、
約
9
か
月
間
に
わ
た
る
必
死
の

努
力
も
む
な
し
く
癌
は
全
身
（
脳
・
両

目
・
リ
ン
パ
・
両
肺
・
肝
臓
・
左
右
の

腎
臓
・
脾
臓
・
全
身
の
骨
）
に
転
移
し

ま
し
た
。

や
っ
て
や
っ
て
や
り
尽
く
し
て
、
そ

れ
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
と
い
う
状
況
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
自
我
（
エ
ゴ
）
が

崩
壊
し
、
不
思
議
な
境
地
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
絶
望
で
は
な
く
、
解
放

で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
「
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね

る
（
サ
レ
ン
ダ
ー
）」
状
態
に
な
る
と
、

不
思
議
な
出
来
事
が
次
々
と
起
こ
り
、

そ
の
約
二
か
月
後
に
は
全
身
に
転
移
し

て
い
た
癌
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
い
ま

し
た
。

当
日
は
、
癌
に
な
っ
た
原
因
も
含
め
、

サ
レ
ン
ダ
ー
状
態
の
と
き
い
っ
た
い
何

が
起
こ
り
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
未
来
を

引
き
寄
せ
た
の
か
、
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が

奇
跡
を
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
を
体
験
談

の
中
で
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
自
我
（
エ
ゴ
）
や
思
考

を
弛
め
る
方
法
な
ど
奇
跡
を
呼
ぶ
「
サ

レ
ン
ダ
ー
の
法
則
」
を
皆
さ
ん
に
体
得

し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
刀
根
健
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

O
FFICE�LEELA

（
オ
フ
ィ
ス�

リ
ー

ラ
）代
表
。

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
大

手
商
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
系
企
業
に
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
取
得
コ

ー
ス
の
開
発
や
人
事
部
門
で
の
教
育
・

研
修
・
制
度
開
発
を
担
当
。

研
修
会
社
へ
講
師
と
し
て
転
職
し
、

防
衛
省
や
国
土
交
通
省
な
ど
官
公
庁
を

始
め
、
N
T
T
な
ど
の
企
業
や
病
院
を

中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
通
じ
二
万
人
以
上

の
指
導
を
行
う
。

ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
も
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
指

導
・
育
成
を
行
い
、
3
名
の
日
本
ラ
ン

カ
ー
を
育
て
る
。

　

癌
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
2
0
1
8

年
に
独
立
し
、O

FFICE　

LEELA

を

設
立
、
現
在
に
至
る
。

著
作
「
僕
は
、
死
な
な
い
」（
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
2
0
1
9
）、

「
ス
ト
ロ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」（
フ

ォ
ー
メ
ン
ズ
出
版　

2
0
0
8
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
31
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

佐
々
木　

茂
美�

氏

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

禎
花�

氏

　
　
　
　
　
　

苗　

鉄
軍�

氏

オ
ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）研
究
の
現
状

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

茂
美�

氏

現
代
社
会
は
二
元
論
、
す
な
わ
ち
物

と
心
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

（
1
）
形
而
上
学
：
精
神
（
心
）
は
不
安

　

定
、
素
粒
子
類
似
で
定
ま
ら
な
い

（
2
）
形
而
下
学
：
物
は
定
ま
り
、
因
果

　

律
、
再
現
性
、
積
み
重
ね
（
法
則
）

　

に
従
う

そ
れ
に
対
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
、

（
3
）
サ
イ
科
学
：
心
+
物
が
一
緒
に
な

　

っ
て
い
る
→
異
質
で
あ
る

　

�

E
S
P（
超
感
覚
的
知
覚
）、
テ
レ
パ

シ
ー
、
遠
隔
視
、
P
K（
念
力
）、
ポ

ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
、
た
ま
ゆ
ら

そ
こ
で
、
我
々
は
サ
イ
科
学
の
研
究

を
し
て
お
り
ま
す
。

● ❹●



サ
イ（
気
）と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？

こ
れ
は
、
オ
ー
ブ
の
研
究
を
介
し
て
、

だ
い
た
い
サ
イ
の
性
質
が
分
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
サ
イ
の
性
質
を
使
っ
て
、

形
而
上
学
、
形
而
下
学
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
応
用
が
で
き
る
か
を
調
べ
て
い

こ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、「
た
ま
ゆ
ら
」
に
つ
い
て
、

お
話
し
申
し
上
げ
ま
す
。「
た
ま
ゆ
ら
」

は
不
思
議
な
こ
と
に

（
1
）
物
と
心
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
二

　

面
性
が
あ
り
ま
す
。

（
2
）
物
に
近
づ
け
た
心
（
A
S
C
：
変

　

性
意
識
状
態
）
に
共
振
し
て
、
出
現

　

す
る

（
3
）
オ
ー
ブ
は
、
私
の
「
心
の
鏡
」
で

　

あ
る

（
4
）
オ
ー
ブ
の
構
成
要
素
は
、
イ
オ
ン

　

S
P
I
N
対
（
陰
・
陽
）
→
左
図
、

　

サ
イ
S
P
I
N
対（
陰
・
陽
）、
エ
ア

　

ゾ
ー
ル
、
自
己
発
光
性
の
光
（
色
）

　

と
考
え
ら
れ
る

オ
ー
ブ
の
中
に
サ
イ
が
入
っ
て
い
る

の
が「
た
ま
ゆ
ら
」で
す
。
オ
ー
ブ
を
実

用
的
に
ど
う
使
う
か
と
な
り
ま
す
と
、

こ
れ
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
陰（
マ

イ
ナ
ス
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
生
命
の
成
長

を
助
け
る（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
）も

の
で
、
ネ
ガ
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
な
ん
で
す
。

陽（
プ
ラ
ス
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
相
手
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
る
も
の
で
、
こ
の
、

性
質
が
逆
の
も
の
が
対
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
サ
イ
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う

も
の
が
重
な
っ
て
、
重
な
っ
て
、
重
な

っ
て
、
大
き
な
玉
に
な
っ
た
の
が
、
オ

ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
に
方
向
性
を
与
え

て
実
用
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
方
向
性
を

与
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
重

要
に
な
り
ま
す
。

実
用
化
の
二
つ
の
例
を
示
し
ま
す
。

（
1
）
人
工
知
能
（
A
I
）
に
「
心
の
働

　

き
」
を
導
入
す
る
。
そ
の
た
め
に
は

　

脳
波
を
α
波
か
ら
θ
波
と
の
境
目
辺

　

り
に
し
て
、
心
の
働
き
を
止
め
、
A

　

S
C
（
変
性
意
識
状
態
）
に
な
る
と
、

　

物
と
通
ず
る
の
で
、
オ
ー
ブ
（
た
ま

　

ゆ
ら
）
を
介
し
て
、
A
I
に
「
心
の

　

働
き
」を
加
算
し
ま
す
。

（
2
）
サ
イ
（
気
）
に
よ
り
生
命
力
を
高

　

め
る
。
す
な
わ
ち
生
命
促
進
作
用
を

　

用
い
て
、
生
命
力
を
高
め
る
→
ネ
ガ

　

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
化
す
る
。

こ
の
二
つ
の
方
向
に
応
用
実
用
化
で

き
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

エ
ジ
プ
ト
の
ギ
ザ
に
ク
フ
王
の
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ル
ズ
氏
が
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
模
型
を
作
り
、
そ
の
元
で

30
～
40
年
の
瞑
想
を
続
け
て
、
1

 
9
 7 

5
年
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
プ
ラ
ス
の

グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
マ
イ
ナ
ス

の
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
て
い

る
と
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
に
つ

い
て
し
っ
か
り
科
学
的
な
実
験
を
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
進
展
し
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
理
事
を
し
て
い
た
、
故�

山
田
孝
男
氏

が
1
9
8
9
年
に
「
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ

ブ
ン（
C
R

－

7
）」を
創
り
ま
し
た
。

山
田
孝
男
氏
は
東
北
大
学
の
工
学
、

電
気
、
教
員
養
成
所
を
卒
業
さ
れ
た
の

で
す
が
、
仙
台
の
福
来
研
究
所
で
研
修

し
、
イ
ン
ド
に
渡
航
し
て
瞑
想
修
行
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
に
戻
り
、
長

年
瞑
想
指
導
し
、
多
く
の
門
下
生
の
中

か
ら
、
サ
イ
（
気
）
が
見
え
る
弟
子
が

数
名
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
弟
子

た
ち
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
開
発
し

た
の
が
、「
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン（
C 

R

－

7
）」
で
す
。
そ
の
実
験
は
私
が
お

手
伝
い
し
ま
し
た
。

こ
の
図
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ル

ズ
氏
が
ア
メ
リ
カ
で
発
表
し
た
図
で
す

●❺ ●



が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
模
型
の
上
方
に
渦
巻

き
状
に
上
が
る
の
が
プ
ラ
ス
の
グ
リ
ー

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
下
方
に
渦
巻
き
状

に
下
が
る
の
が
マ
イ
ナ
ス
の
グ
リ
ー

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
こ
れ
を
元
に

し
て
山
田
先
生
に
お
願
い
し
て
装
置

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
「
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン
（
C
R

－

7
）」で
す
。

オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
と
い
う
の
は

ど
う
い
う
も
の
か
?
と
い
い
ま
す
と
、

本
質
は
フ
ォ
ト
ン
で
光
な
ん
で
す
が
、

上
部
の
矢
印
が
サ
イ
S
P
I
N
対
で
、

そ
れ
を
大
き
く
し
た
の
が
真
ん
中
の
図

の
イ
オ
ン
ボ
ー
ル
、
そ
れ
を
大
き
く
し

た
の
が
一
番
下
の
オ
ー
ブ
と
な
り
ま
す
。

実
際
に
写
真
に
撮
れ
る
の
が
、
こ
れ
で

す
。（
内
部
構
造
が
あ
る
）

今
か
ら
百
年
前
に
福
来
友
吉
博
士
が

撮
っ
た
念
写
の
写
真
は
、
調
べ
て
み
る

と
、
オ
ー
ブ
と
プ
ラ
ズ
マ
モ
イ
ド
の
組

み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
が
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン
を
上

方
か
ら
見
た
図
で
す
。
周
囲
の
7
つ
の

水
晶
玉
で
集
め
た
サ
イ
（
気
）
を
右
回

り
の
螺
旋
状
の
銅
板
で
真
ん
中
の
凸
レ

ン
ズ
に
集
め
て
い
ま
す
。
私
が
そ
の
効

果
を
実
験
し
て
お
り
ま
す
。

（
1
）
金
メ
ッ
キ
し
た
銅
板
、
絶
縁
銅
線

　

コ
イ
ル
。
空
気
中
。

（
2
）
螺
旋
状
の
陰
（
－
）・
陽
（
+
）
の

　

エ
ネ
ル
ギ
ー

（
3
）
外
気
は
、
陰
（
－
）・
陽
（
+
）
の

　

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

�

空
気
、
水
、
水
晶
、
電
磁
場
、
メ
タ

ル
内
部
等
、
横
波
（
ま
た
は
縦
波
）

と
し
て
移
動
し
て
い
る
。

（
4
）外
気
は
、
電
子（
素
粒
子
）、
イ
オ

　

ン
、
プ
ラ
ズ
マ
、
サ
イ
S
P
I
N
対

　

群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

右
下
図
が
ク
ル
ス
タ
ル
・
セ
ブ
ン
を

真
ん
中
で
縦
に
切
っ
て
、
横
か
ら
見
た

図
で
す
。
上
部
の
水
晶
玉
で
集
め
た
サ

イ
（
気
）
は
銅
の
パ
イ
プ
の
中
心
を
通

る
リ
ー
ド
線
か
ら
下
部
の
左
側
の
端
子

に
、
マ
イ
ナ
ス
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
つ
な
が
り
ま
す
。

真
ん
中
の
銅
の
パ
イ
プ
の
内
側
は
、

左
巻
き
の
コ
イ
ル
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
リ
ー
ド
線
の
端
が
、
下
部
の
右
側
の

端
子
に
、
プ
ラ
ス
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
構
造
は
、
瞑
想
を
や
っ
て
い
る

人
達
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
す
。

真
ん
中
上
部
の
レ
ン
ズ
は
凸
レ
ン
ズ

で
、
サ
イ
（
気
）
は
光
状
な
の
で
、
凸

レ
ン
ズ
で
集
め
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
実
験
結
果
で
す
。
縦
軸
は
累

積
確
率
、
縦
軸
は
植
物
の
茎
の
長
さ（
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
）で
す
。

オ
ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）の
デ
ジ
カ
メ（
C�

C
D
）に
よ
る
撮
影
方
法

・
近
赤
外
線
域（
非
可
視
、
見
え
な
い
）

・
霧
、
噴
霧
→
偽
オ
ー
ブ
を
何
回
も
撮

　

っ
た
後
、
真
の
オ
ー
ブ
が
撮
れ
る
よ

　

う
に
な
る（
見
分
け
が
つ
く
）→
環
境

● ❻●



　

設
定
が
重
要

・
液
晶
画
面
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
半
押

　

し
し
な
が
ら
、
オ
ー
ブ
を
探
す
→
加

　

算
効
果
利
用

（
1
）
オ
ー
ブ
に
お
願
い
す
る
→
オ
ー
ブ

　

と
の
交
流（
マ
ク
ロ
P
K
）

（
2
）
再
現
性
は
三
分
の
一
程
度
。
慣
れ

　

て
く
る
と
ほ
ぼ
毎
回
撮
れ
る
よ
う
に

　

な
る
。
水
蒸
気
や
霧
の
散
布
を
し
て

　

み
る

（
3
）飽
和
水
蒸
気
密
度（
気
温
、
湿
度
）

　

雨
降
り
の
前
後
に
写
り
や
す
い
→
湿

　

度
台
風
の
後
で
は
ゴ
ミ
が
無
く
て
写

　

り
や
す
い
→
エ
ア
ゾ
ー
ル

ま
た

（
1
）望
遠
ズ
ー
ム
無
し
の
と
き

・
焦
点
距
離
は
短
い

・
広
角
で
あ
る（
視
野
は
広
い
）

・
レ
ン
ズ
付
近
か
ら
遠
方
ま
で
、
ハ
ッ

　

キ
リ
写
る

・
レ
ン
ズ
付
近
の
偽
オ
ー
ブ
（
埃
、
水

　

滴
、
霧
、
昆
虫
等
）
が
写
り
や
す
い

　

の
で
、
要
注
意
。

　

オ
ー
ブ
は
撮
影
者
の
心
と
カ
ル
マ
が

反
映
す
る
。
撮
る
人
が
同
じ
だ
と
オ
ー

ブ
は
同
じ
模
様
と
な
り
、
撮
る
人
が
違

う
と
、
オ
ー
ブ
内
部
の
模
様
が
人
ご
と

に
千
差
万
別
と
な
る
。

（
2
）望
遠
ズ
ー
ム
有
り
の
と
き

・
焦
点
距
離
は
大
き
く
な
る
・
視
野
は

　

狭
く
な
る（
拡
大
し
て
見
る
）

・
偽
オ
ー
ブ
が
写
り
難
い
（
ぼ
け
る
）

・
真
オ
ー
ブ
が
写
り
易
い
（
発
光
体
、

　

色
付
き
像
）

・
成
長
過
程
の
オ
ー
ブ
（
柔
ら
か
い
）

　

が
写
る（
動
画
オ
ー
ブ
撮
影
の
条
件
）

　

変
性
意
識
状
態
（
A
S
C
）
に
入
っ

た
状
態
で
な
い
と
、
オ
ー
ブ
は
写
り
に

く
い
。

良
い
気
の
場
、
零
場
の
発
見

（
1
）
力
を
拮
抗
さ
せ
る
と
接
点
に
「
相

　

殺
零
」が
出
来
る
。

（
2
）意
識
と
無
意
識
を
対
峙
さ
せ
て「
零

　

意
識
」と
す
る
。

（
3
）
共
通
の
「
零
」
か
ら
、
物
と
心
の

　

交
流
が
可
能
。

（
4
）零
場
に
は「
量
」と「
質
」の
面
が

　

あ
る
。

（
5
）物
を
不
安
定
な
変
換
点（
相
殺
零
）

　

に
ま
で
、
活
性
化
さ
せ
る
と
、
P
K

　

が
発
生
す
る
。
同
時
に

（
6
）
パ
ル
ス
的
（
零
意
識
）
に
、
イ
メ

　

ー
ジ
を
す
る
。

（
7
）
す
る
と
、
未
知
（
P
K
）
現
象
が

　

発
生
す
る
。

　

零
場
と
い
う
の
は
物
と
心
を
交
流
さ

せ
る
場
で
あ
っ
て
、
零
場
で
な
い
と
交

流
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
貯
ま
っ
て
い
な
い
と
だ
め
な

の
で
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
る
程
度

貯
め
て
い
っ
て
、
パ
ッ
パ
ッ
と
意
念
で

お
願
い
す
る
と
、
P
K
が
生
起
し
ま
す
。

零（
0
）の
意
味

（
1
）マ
イ
ナ
ス
1
と
プ
ラ
ス
1
の
間
の

　
「
無
」を
表
す
整
数
。

（
2
）
位
取
り
の
記
数
法
に
用
い
る
（
空

　

位
）。

（
3
）
古
代
西
洋
で
は
、
恐
れ
、
拒
絶
し

　

た（
悪
魔
、
不
気
味
）。

（
4
）
古
代
東
洋
で
は
、
歓
迎
し
た
（
創

　

造
神
）。

現
在
零
は
、
単
な
る
数
字
の
空
位
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。

し
か
し
、
零
は
本
当
に
よ
く
考
え
て

み
な
い
と
、
サ
イ
の
実
験
は
成
功
し
ま

せ
ん
。

オ
ー
ブ
は

（
1
）
雨
の
降
り
始
め
（
水
と
の
親
和
力

　

は
大
）に
出
現
し
や
す
い

・H
2 O

→H
++O

H

－+

（
電
子
）

（
注
）
空
間
電
位
、
宇
宙
線
の
た
め
に
、

　

水
蒸
気
は
イ
オ
ン
化
す
る
。

（
2
）
撮
影
者
の
心
（
変
性
意
識
状
態
：

　

A
S
C
）
付
近
に
共
振
し
て
出
現
す

　

る
。

（
3
）
素
粒
子
類
似
の
性
質
が
あ
る
（
非

　

局
所
、
ラ
ン
ダ
ム
、
に
拡
散
）

（
4
）
不
安
定
な
波
動
の
重
ね
合
わ
せ
、

　

意
識
に
従
い
、
確
率
的
に
変
化
し
て
、

　

物
質
的
な
状
態
に
な
る（
物
、
位
置
）

同
じ
場
所
で
違
う
撮
影
者
が
写
真
を

撮
る
と
、
2
人
共
オ
ー
ブ
は
撮
れ
る
が
、

オ
ー
ブ
の
中
の
模
様
は
違
う
。
そ
れ
は

撮
影
者
そ
れ
ぞ
れ
の
心
が
反
映
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

オ
ー
ブ
の
中
の
模
様
は
、
そ
の
人
の

先
祖
も
反
映
し
て
い
る
。

●❼ ●



（
5
）
上
の
2
枚
の
図
は
オ
ー
ブ
の
写
真

　

を
雑
音
を
取
っ
て
、
画
像
解
析
し
た

　

も
の
（
そ
れ
ぞ
れ
右
側
上
下
）
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
が
分
か
り
ま
す
。

上
の
2
枚
の
図
は
、
右
側
が
古
代
の

チ
ベ
ッ
ト
の
チ
ャ
ク
ラ
、
伝
統
医
学
の

図
で
す
。
左
側
が
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
提
唱
さ
れ
る
チ
ャ
ク
ラ
の
図
で
す
。

こ
れ
は
苗
鉄
軍
氏
が
実
験
、
解
析
し

た
オ
ー
ブ
画
像
の
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
の

図
で
す
。

（
6
）
オ
ー
ブ
の
構
成
要
素
は
、
イ
オ
ン

　

S
P
I
N
対（
陰
・
陽
）、
サ
イ
S
P

　

I
N
対（
陰
・
陽
）、
エ
ア
ゾ
ー
ル
等

　

で
あ
る
。

（
7
）
自
己
発
光
性
の
光
（
色
）
か
ら
構

　

成
さ
れ
る
。

右
図
は
、
オ
ー
ブ
を
ピ
ク
セ
ル
の
3

原
色
の
時
間
的
変
化
を
解
析
し
た
も
の

で
す
。

（
8
）オ
ー
ブ
の
多
く
は
球
面
状
で
あ
る
。

　

平
面
状
の
も
の
も
あ
る
。

（
9
）
周
り
の
環
境
（
空
間
）
の
影
響
が

　

大
き
い
。

● ❽●



右
の
写
真
は
イ
ン
ド
で
撮
っ
た
大
仏

様
で
す
。
聖
な
る
場
所
で
オ
ー
ブ
が
撮

れ
ま
し
た
。

右
の
写
真
は
、
昨
年
頃
か
ら
東
大
寺

の
春
日
大
社
で
も
、
堂
内
の
写
真
撮
影

が
許
可
に
な
っ
た
の
で
、
撮
っ
た
も
の

で
す
。
真
ん
中
に
大
仏
様
が
あ
り
、
右

上
に
オ
ー
ブ
が
写
っ
て
い
ま
す
。

（
10
）
オ
ー
ブ
は
7
・
8
H
z
に
同
調

　

し
、
そ
の
姿
勢
は
、
地
磁
気
の
N
極
、

　

S
極
方
向
に
向
く
。

　

サ
イ
S
P
I
N
群
は
、
ベ
ク
ト
ル
が

　

N
極
方
向
で
、
回
転
方
向
は
赤
道
方

　

向
と
な
る
。

（
質
疑
応
答
）

◎
偽
物
の
オ
ー
ブ
と
本
物
の
オ
ー
ブ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
偽
物
の
オ

ー
ブ
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
?

（
お
答
え
）
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
く
と
ゴ

ミ
等
に
反
射
し
て
、
光
が
写
り
ま
す
。

ま
た
雨
が
降
っ
て
い
る
と
き
に
、
写
真

を
撮
る
と
偽
物
が
沢
山
撮
れ
ま
す
。
台

風
の
後
と
か
、
大
雨
の
後
は
空
気
中
の

ゴ
ミ
が
な
い
の
で
、
本
物
の
オ
ー
ブ
が

撮
れ
や
す
い
で
す
。
と
に
か
く
、
沢
山

写
真
を
撮
っ
て
い
る
う
ち
に
、
偽
物
の

オ
ー
ブ
と
本
物
の
オ
ー
ブ
が
分
か
っ
て

き
ま
す
。

◎
本
物
オ
ー
ブ
と
偽
物
オ
ー
ブ
を
区
別

す
る
基
準
は
、
写
真
を
見
て
経
験
上
で

判
断
す
る
の
で
し
ょ
う
か
?

（
お
答
え
）
特
に
基
準
は
な
い
で
す
が
、

オ
ー
ブ
の
模
様
等
か
ら
感
覚
的
に
判
断

し
ま
す
。
た
だ
、
望
遠
で
撮
影
し
ま
す

と
、
光
の
反
射
が
な
い
の
で
、
本
物
の

オ
ー
ブ
が
撮
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

◎
ビ
デ
オ
で
オ
ー
ブ
を
撮
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
?

（
お
答
え
）
佐
藤
禎
花
氏
が
撮
っ
て
お

り
ま
す
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
か
な
い
で

も
、
オ
ー
ブ
が
撮
れ
て
い
ま
す
。

◎
オ
ー
ブ
は
近
赤
外
線
の
範
囲
で
撮
れ

る
の
で
、
安
い
カ
メ
ラ
の
方
が
、
近
赤

外
線
の
制
限
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
で
、

オ
ー
ブ
は
撮
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
?

（
お
答
え
）
そ
の
通
り
で
、
C
M
O
S
イ

メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
高
級
カ
メ

ラ
で
は
、
オ
ー
ブ
は
撮
れ
な
い
で
す
ね
。

◎
今
回
出
版
さ
れ
た
「
オ
ー
ブ
・
た
ま

ゆ
ら
」
で
最
も
訴
え
た
い
こ
と
は
何
で

す
か
?

（
お
答
え
）
私
に
と
っ
て
、
一
番
重
要

な
案
件
は
、
A
I
（
人
工
知
能
）
に
心

と
い
う
不
思
議
な
も
の
を
、
入
れ
る
道

筋
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
サ
イ
科
学
の
研
究
分
野
と
直
接
つ
な

が
る
こ
と
で
す
。
分
か
る
人
か
ら
、「
こ

れ
か
ら
は
サ
イ
科
学
が
盛
ん
に
な
り
ま

す
ね
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

病
め
る
地
球
の
処
方
箋

～
2
0
2
0
年
は
大
転
換
期
～

　
　
　
　

講
師　

小
澤　

頼
仁�

氏

日
時　

2
0
2
0
年
6
月
20
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　

講
演
内
容

2
0
2
0
年
の
今
、
世
の
中
は
三
界

の
転
換
期
と
な
り
ま
し
た
。
三
界
と
は
、

天
・
地
・
人
の
三
つ
の
界
の
こ
と
。
天

界
と
は
、
天
上
界
で
あ
り
神
仏
の
世
界

で
、
地
界
と
は
自
然
界
で
あ
り
動
植
物

の
世
界
で
す
。
そ
し
て
人
界
と
は
、
人

間
社
会
で
あ
り
、
政
治
経
済
宗
教
な
ど

の
世
界
で
す
。
現
在
の
世
界
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
騒
動
を
は
じ
め
、
そ
れ
を
端

と
す
る
世
界
恐
慌
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
三
つ
の
界
か
ら
見
れ
ば
、
全

く
別
の
意
味
や
意
義
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宇
宙
は
「
11
次
元
」
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
自
ら
の

次
元
の
旅
と
い
う
体
験
に
よ
り
、
誰
に
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で
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
高
次
元
の

パ
ワ
ー
が
誰
に
で
も
操
れ
る
よ
う
に
解

説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旗
揚
げ
し
た

ば
か
り
の
「
愛
地
球
党
」
代
表
と
し
て
、

政
治
を
通
し
て
い
か
に
世
界
を
変
え
て

い
く
の
か
と
い
う
戦
略
に
つ
い
て
も
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：

小
澤
頼
仁　

O
ZAW

A　

YO
RIH
ITO

愛
知
県
生
ま
れ
。
明
治
大
学
政
治
学

部
卒
業
。
明
治
大
学
在
学
中
に
教
職

課
程
を
取
得
し
高
校
教
師
と
な
る
も

「
2
0
0
年
後
の
地
球
を
美
し
く
」
を

テ
ー
マ
に
健
康
・
美
容
関
連
企
業
で
あ

る
「
ジ
ェ
ン
テ
ィ
株
式
会
社
」
を
設
立
、

人
の
健
康
に
良
い
商
品
の
開
発
&
地

球
の
環
境
に
良
い
働
き
を
す
る
商
品
の

開
発
に
取
り
組
む
。
地
球
と
人
の
健
康

を
テ
ー
マ
に
「
地
球
再
生
事
業
」「
地
球

医
学
活
動
」を
展
開
。

宇
宙
を
11
次
元
構
造
で
紐
解
き
、
宇

宙
と
科
学
、
政
治
経
済
と
医
療
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
統
合
す
る
。

2
0
1
2
年
12
月
天
啓
を
受
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
ワ
ー
を
司
る
こ
と
に
。「
一
般

社
団
法
人
フ
ロ
ー
シ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
」で

は
、
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
自
然
を
汚
さ
ず
枯
渇
も

し
な
い
永
久
電
池
の
開
発
と
普
及
に
携

っ
た
。

美
と
健
康
、
地
球
再
生
、
宇
宙
と
人

間
教
育
を
テ
ー
マ
に
年
間
2
0
0
回
以

上
の
講
演
を
こ
な
し
国
内
外
で
勢
力
的

に
活
動
し
て
い
る
。
2
0
1
4
年
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
専
門
誌「
ア
ネ
モ
ネ
」
紙
面

に
て
小
澤
頼
仁
特
集
記
事「
11
次
元
と

フ
ォ
ト
ン
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
が
掲
載
さ
れ

る
。
同
年
、
月
刊「
玉
響
」
誌
に
お
い

て
も「
地
球
そ
の
も
の
を
良
く
す
れ
ば
、

人
は
健
康
に
な
れ
る
」
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
地
球
医
学
が
特
集
さ
れ
た
。

ま
た
2
0
1
6
年
同
紙
面
に
て
「
命

の
定
義
」
が
連
載
さ
れ
、
世
の
中
を
切

り
開
く
先
駆
者
と
し
て
、
要
人
と
の
対

談
な
ど
が
海
外
で
も
好
評
を
得
た
。
ジ

ェ
ン
テ
ィ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。
一

般
社
団
法
人
フ
ロ
ー
シ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
理
事
。
愛
地
球
党
代
表
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

死
ぬ
ま
で
元
気
に
生
き
ら
れ
る

場
の
医
学
健
康
法

　
　
　
　

講
師　

生
一　

智
之�

氏

日
時　

2
0
2
0
年
7
月
18
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

講
演
内
容

健
康
な
と
き
は
と
も
か
く
、
重
い
病

気
に
か
か
っ
た
時
に
は
誰
も
が
健
康
の

あ
り
が
た
さ
を
認
識
し
ま
す
。
人
体（
生

体
）
に
は
変
動
す
る
電
磁
場
が
発
生
し

て
お
り
、
こ
れ
が
生
き
て
い
る
証
と
な

っ
て
い
ま
す
。
体
に
異
常
が
あ
る
と
電

磁
場
に
乱
れ
が
生
じ
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
の
電
磁
場
の
乱
れ
を
感
知
し
て
乱
れ

を
無
く
し
た
り
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、「
場
の
医
学
」
と
は
電
磁
場

の
医
学
で
あ
り
、
体
内
の
電
磁
場
の
乱

れ
を
整
え
る
医
学
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

私
達
が
死
ぬ
の
は
、
主
要
臓
器
の
少

な
く
と
も
一
つ
が
不
全
に
な
る
か
ら
で

す
が
、
劣
化
し
た
臓
器
を
自
分
で
確
認

し
て
改
善
し
て
い
け
ば
、
不
必
要
な
早

死
に
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
化

を
早
め
る
の
は
、
腎
臓
、
副
腎
、
肝
臓

の
悪
化
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
臓
器
を
改

善
す
れ
ば
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で

な
く
、
若
返
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
殆

ど
の
病
気
は
、
血
液（
体
液
）障
害
・
停

滞
の
長
期
化
で
発
生
す
る
慢
性
炎
症
も

し
く
は
そ
の
結
果
で
す
が
、
慢
性
炎
症

の
原
因
は
慢
性
ス
ト
レ
ス
で
す
。

こ
こ
で
は
、
健
康
を
維
持
す
る
方
法

と
し
て
、

1
．
健
康
を
維
持
す
る
呼
吸
の
仕
方

2�

．
心
筋
こ
う
そ
く
な
ど
、
心
疾
患
の

有
無
を
確
認
し
て
、
そ
の
症
状
を
改

善
す
る
方
法

3�

．
脳
こ
う
そ
く
な
ど
、
脳
血
管
の
疾

患
の
有
無
を
確
認
し
て
、
そ
れ
を
改

善
す
る
方
法

4�

．
内
臓
疾
患（
慢
性
炎
症
）の
有
無
を

確
認
し
て
、
そ
れ
を
改
善
す
る
方
法

な
ど
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
可
能

で
、
肺
炎
も
1
～
2
週
間
で
治
り
ま
す
。

い
ま
世
界
を
騒
が
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍

も
簡
単
に
防
げ
、
ま
た
治
せ
る
は
ず
な

の
で
こ
の
点
に
つ
い
て
も
解
説
、
さ
ら

に「
10
種
類
の
性
格
と
そ
の
見
分
け
方
」

に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：

生
一
智
之（
キ
イ
チ　

ト
モ
ユ
キ
）

1
9
8
0
年
代
後
半
に
静
岡
で
大
学

の
設
立
に
関
与
す
る
も
体
を
壊
し
、
薬

や
手
術
に
頼
ら
な
い
医
学
、
体
に
優
し

い
医
学
の
模
索
と
追
究
を
始
め
た
。

2
0
0
0
年
代
初
め
故
郷
で
あ
る
大

阪
に
戻
り「
場
の
医
学
」
を
確
立
、「
病

気
社
会
か
ら
健
康
社
会
へ
」
世
界
を
変

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
難
病
快
復
の
ボ

● �●
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ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
物
理

化
学
コ
ー
ス
博
士
課
程
満
期
退
学
。
物

性
理
論
、
量
子
化
学
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ル

ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス（
電
子
冷
光
）を
専
門
分

野
と
す
る
。
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
足
柄

研
究
所
研
究
員
、
学
校
法
人
静
岡
理
工

科
大
学
大
学
設
立
準
備
委
員
及
び
常
勤

講
師
、
未
来
型
発
光
素
子
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
協
同
研
究
員
な
ど
を
経
て
、

現
在「
場
の
医
学
協
会
」「
ト
ル
ー
レ
イ

キ（
療
）法
研
究
会
」代
表
。
著
書
に「
な

ぜ
医
者
の
治
療
を
受
け
る
と
早
死
す
る

の
か
―
健
康
社
会
へ
の
道
―
」な
ど
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2�

0
※
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�
百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」
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◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�
欽
子�
氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�

禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心

霊
的
、そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人

工
知
能
］vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏

　
　
　
　

杉
山�

彰�

氏

「�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未
来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「�
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「�

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら

判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意
識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�

禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「�

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「�

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）�

氏

「�『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に
し

た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造
（
仮
説
）
に

よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア） ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976 : USL） ・・・・・・・190 円  （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974 : 英語版） ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

   FAX 047-330-4091



　→�形成的因果作用の仮説（形態形成場・形
態共鳴）=「木の葉が揺らいでも宇宙は振
動する」。つまり、森羅万象すべてがつな
がりあっているというわけだ。

最後になるが、超能力いわゆるEPS（Extra�

Sensory�Perception）は、超能力というより知覚
領域を拡張する技術。ダウジングは、人間（生物）
のもつ潜在的知覚能力の活用（ESP=Extended�
Sensory�Perception）であってだれもがもって
いる能力といえる。鍛えれば、だれでもダウ
ジングができるようになるのである。

● �●

福来友吉先生は、今から110年前の1910年
に「念写」を発見いたしました。そして、念

｛心｝は時間や空間を超えて宇宙に広く充満し
ている、と述べました。心は、意識と変性意識
状態（ASC）と無意識から構成されております。

脳波をさげて（7～8Hz）ASCになり、肉眼
を使わないで｛目隠し｝、物を見ようと強くイ
メージ（意念）すると、透視が可能になります。
実験の結果は次記です。透視時には、無意識
の一部が体外に放出されて意識体になり、肉
眼にかわって物を見て、意識に伝えます。

つまり、脳内スクリーンに部分的、局部的に
伝え、これを受けた意識の働きによって、そ
れらが再構築されて、全体像ができあがりま
す。なお、意識体は、体外の空間にも存在し
ております。

変性意識状態（ASC）になった人の願い｛祈
り｝の一部は、信仰対象物｛掛け軸｝に、意識
体として保存されていると考えられます｛透視
と同一機構｝。そこで、いま、掛け軸の「サイ
エネルギー」を（水に転移して）測定いたしま
した。結果として、エネルギーは測定されまし
た｛現在は3個所×8dayのみ｝。なお、念写像
の分析の結果から、意識体は陰陽サイspin対

｛光子｝、｛類電子｝、であると、判断しており
ます。以上等から、「掛け軸・信仰対象物」に
も、信仰者のサイ｛気｝が保存されている事が
分かりました｡ また、これらにより、福来博士
の主張の正当性がほぼ確かめられた、と思い
ます。ご指導戴いた品川次郎先生にお礼申し
上げます。

図1．水の電気伝導度の測定装置

図2．掛け軸のエネルギー測定（1）

図3．掛け軸のエネルギー測定（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田�慶祐

「掛け軸・信仰対象物」にもサイ{気}が保存されている「掛け軸・信仰対象物」にもサイ{気}が保存されている



山のM食品工場での水脈リサーチ、深井戸掘
削などを進行、その過程でわたし自身もダウ
ジング技術を習得した可能性がある。「当ても
の」でなく「サイエンス」としての「ダウジング」
をコックス氏から学んだわたしは、大脳や感
覚器官との関連、形体やイメージの共鳴現象
などに知見を拡げることができた。その結果、
マップダウジングによる各種のリサーチやフォ
トダウジングにより、医師や鍼灸師と連携して
困難な症状を改善するといった事例をいくつ
か確認するに至っている。したがって、ここで
は目に見えぬ霊的現象としてではなく、エネル
ギーの流れやその強さなどを追跡する技術と
してのダウジングの有用性について、お伝え
したい。

◆
古代からおこなわれてきた水脈探知術「ダウ

ジング」の応用範囲は広く、都市（まち）づくり
（風水）から埋蔵資源の発掘、災害時の生存者
や破損水道管の発見などに役立てられている。
遠隔透視（RV）やラジオニクスもダウジングか
らの派生技術。近年では電磁波や放射線、超
音波などによる可視化が進んでいるが、「感覚」
を拠り所とした「ダウジング」は最も簡便で安
上がり、しかも微細なエネルギーが測定でき
るという点では「科学技術」に勝っているかも
しれない。左右脳の使い分けによって知覚脳
力をアップ、未来予知を可能にするのもダウジ
ングの効用といえる。
「ダウジング」は、ラブドマンシー（棒占い）

ともいわれ古代から井戸掘りや埋蔵物を探す
技術として知られており、僧・空海が用いた
錫杖（しゃくじょう）もこれにあたるかもしれ
ない。ダウジングの語源は英語の「DOWSE

（PLUNGE）」で、わが国なら、下駄を放り上げ
て裏が出るか表が出るかといったイメージに
近い。もともとは水源や鉱脈を見つける技術と
して発達したダウジングだが、現在では、行
方不明者の追跡、戦場での地雷回避、地震断
層の発見、水質や毒物検査、水道管や電線の
破損箇所探知、古代遺跡や埋蔵資源の発掘な
ど広範囲に利用されている。もちろん競馬や
宝くじなど、ギャンブルにも応用できようが、
ここでは「占い」や「ゲーム」とは区別したい。

機械類の故障箇所や人体における不調箇所
の特定も可能。ラジエステスア（遠隔医療）、

遠隔透視（RV）、ホメオパシー（同種療法）、
オーリングテスト（キネシオロジー）、「風水」

（環境テクノロジー）などはダウジングからの
派生、あるいは類似の技術である。有害なガ
スや電磁波、放射能、さらにピラミッド・パ
ワーや人体オーラ（エネルギー場）の検知、水
や食品の品質チェックなどにもダウジングは役
立つし、震災時には生存者の発見にも大きな
手助けとなりそうだ。

ところで、なぜ探知できるのか、といったダ
ウジングの原理だが、基本的にはわたしたち
の大脳と感覚器官による情報探知と振り子な
どかんたんな器具によるフィードバックとかん
がえられる。情報をもたらすのは右脳（無意識、
潜在意識）で、これを解釈するのが左脳（顕在
意識）。左右の脳を統合する前頭葉は、「直観」
の場所といえるかもしれない。

では、未知の（顕在化されていない）情報を
受容、収集するのは、どのような原理によるの
だろうか。

　→�脳は類似の音やパターン、事例に反応（共
振、共鳴）しやすい

　→�意識にのぼらない（目に見えない）未知の
エネルギー放射でも脳が感知している可
能性がある

　→�必要とする情報を地球上のさまざまな情
報源から右脳が探している

といった仮説がなりたつが、ダウジングによ
り、脳や知覚器官が感知したパターン（情報）
が同種のパターン（波動）に共振、共鳴、さら
に木の枝や振り子などに伝達されると推測さ
れる。探していた情報が、たまたま本棚から
落ちてきた本に記載されていたり、思わず口
からでた言葉が現実になったりする（シンクロ
ニシティ）のは、すでに右脳が探知した情報
が、“偶然を装って”私たちに伝えられている
だけという見方もできよう。
「システムとシステムの間にどんな空間的・

時間的隔たりがあろうとも、そこに起きる形の
共鳴の強さは必ずしも減じられない」、「過去
に存在した同じような形態の存在の影響を受
けて、過去と同じような形態を継承する」こと
を看破したルパート・シェルドレイクの「形態
形成場理論」がこの仮説を補強するだろう。

●� ●
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はじめに

1980年9月14日の夜半、わたしは高校時代
の後輩で音楽仲間のM君（故人）と共に、「空
飛ぶ円盤」いわゆるUFO（未確認飛行物体）と
接近遭遇し、至近距離での撮影に成功した。
待ちに待った結果として実現した出来事だが、
抑え難いうれしさといった感情はともかく、そ
れまでにはなかった特別な意識の状態を初め
て体験した。つまり、興奮していて夢中になっ
ていたにもかかわらず、目前の現象を冷静に
観察、撮影している、といった相反する事象
を同時に、あるいはパラレルに実行、知覚し
ているという現象である。つまり「意識」がい
くつかの行動を正確にモニターしているので
ある。たとえば、無音で空中をスライスするよ
うに飛行する物体に気をとられながらも、わた
しは付近の住宅から漏れ聞こえるピアノの練
習音を聞いていた、というようなことを記憶し
ているのである。哲学的にいえば「二元論」の
統合、あるいは並列化された知覚の一元的共
有といった意識場であるかもしれない。一種
の「変性意識」（ASC）でもあろう。

このような不思議な、あるいは異常な体験
の結果生じた疑問を解決したいと思っていた
矢先、わたしは「日本PS学会」（現日本サイ科
学会）の研究集会に参加した。東京（関英男会
長）と同時に大阪（木村六郎会長・副会長）で
も研究集会がスタートし、電気炊飯器やエレ
キギター、バイオライトや低周波治療器の発
明者として、またフーチ占いなどで知られる
大阪大学の政木和三先生が、毎回かならず同

席しておられたことが記憶に新しい。木村六
郎氏の長女・のり子さんが事務を担当してお
られたが、数年前他界され事務局は新体制と
なった。長男の陽一氏（KPS名誉顧問）はご健
在で、傘寿を超えた現在もドラム奏者として、
松下の音響研究所勤務時代の部下でピアニス
トの小川理子氏（パナソニック役員）とトリオ
を組むなどご活躍である。
「UFO」との出会いを契機として接近したPS

学会（現関西日本サイ科学会）であるが、当時
勤務していた産経新聞社（大阪）の仕事が忙し
く、かなりの期間離れていたが、研究集会の
講師で招かれたことも何度かあり、副会長を
経て会長職で再登場することになった。関西
日本サイ科学会の会長をお引き受けした矢先、
親戚筋となる和歌山県立医大の高木先生も
UFO研究家であることがわかったが、すでに
10月17日の研究集会講師としてお招きしてい
る。家内の法事を契機として拙著「未知の彼方
へ」（浪速社刊）が目に留まり知遇したらしい。

さて、約40年前UFOとの接近遭遇をきっか
けとして入会したサイ科学会であるが、現在
は「ダウジング」のニーズが高まっているため
か、昨年スタートした分科会「ダウジング講座」
はすでに6回と数回の補講を終了、「ダウジン
グ研究会」として継続中である。ダウジングに
ついては、90年代の初めころ、「サイ・テクノ
ロジー」（工作舎）の著者、故井村宏次先生に
アメリカのトップ・ダウザー、ビル・コックス
氏（故人）を紹介され「スーパーサイエンス・
シンポジウム」（産経新聞社主催）を実施、ま
たコックス氏と協同で淡路島のY学園や福知

日本サイ科学会と『ＵＦＯ』。そして『ダウジング』の現在日本サイ科学会と『ＵＦＯ』。そして『ダウジング』の現在

　　　　　　　　　　　　　関西日本サイ科学会会長　　和田�高幸


